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７月２４日（金）毎年恒例になりました「コウモリ観察会」を道指定有形文化財「奥行臼駅逓」で実施しました。根室市歴史と自然の資料館主任学芸員の近藤憲久氏を講師に迎え、「道東地方のコウモリについて」のお話の後、屋外に設置したかすみ網の前でコウモリを捕獲する様子を観察しました。 残念ながら上空を旋回する様子しか観察出来ませんでしたが、事前に捕獲していたコウモリを室内にて種の特定、計測などを行う作業をしながら、コウモリを観察しました。捕獲されたコウモリはホウヒゲコウモリとウサギコウモリで、普段なかなか見られないことから、触ったり、写真を写したり大人気のコウモリ観察会でした。  
ふるさと講座 自然系 第２回目 ココウウモモリリ観観察察会会 

  

  

  

講師の近藤憲久氏 かすみ網の前で観察中 

種を特定しています カメラが向けられています 

うさぎのような耳をもつウサギコウモリ さわっています 
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サマースクール 「むかし、むかしのべつかい」 

古古代代のの装装飾飾品品「「勾勾玉玉」」をを作作ろろうう ８月７日（金）郷土資料館サマースクールを実施しました。「むかし・むかしのべつかい」のお話の後、古代の装飾品「勾玉づくり」に挑戦しました。滑石（かっせき）という古代から使われている比較的けずりやすい石を使い２時間ほどかけて紙やすりなどで削ります。慣れない作業で悪戦苦闘しましたが、思い思い満足した勾玉を作ることができました。 また、指導補助には博物館実習・学外インターシップで実習中の水本望さん（帯広大谷短期大学）・長谷川良太さん、梅原祐介さん（釧路工業専門学校）にお手伝いいただきました。  
  

  

けずっていますけずっていますけずっていますけずっています    おおおお父父父父さんもさんもさんもさんも負負負負けずにけずりますけずにけずりますけずにけずりますけずにけずります。。。。    

ひたすらひたすらひたすらひたすら、、、、けずりますけずりますけずりますけずります。。。。    
完成完成完成完成しましたしましたしましたしました！！！！    

加賀家文書館第７回特別展「近世の別海をさぐるⅡ」 

●開催期間 平成２１年９月１５日（火）～１０月３０日（金） 

●場  所 別海町郷土資料館附属施設加賀家文書館 

●観覧料 常設展示（大人 300 円）で観覧できます。    
 

別海町郷土資料館だより No.１２１ 発行日 平成２１年８月１１日 発行所 別海町郷土資料館 別海町別海宮舞町 30 番地 電話  0153－75-0802（FAX 兼） e-mail kyoudo@betsukai.jp 
編集後記 ８月６日(木)管内の新任教諭研修会で野付半島の遺跡を案内するお手伝いをさせていただきました。前日から天候が回復し朝は霧でしたが、時間が経つにつれて快晴になり気温もグングン上昇しました。蚊が多いということで、上下カッパ着用をお願いしていましたので、みなさん汗だくでダイエットスーツ状態。私は手袋を忘れて右手 10ケ所蚊に刺されました。（K.I） 


